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新 潟 県 の 平 野 部 の 湖 沼 の 水 生 植 物

笹 川 通 博  

(新潟向陽高校）

1 . はじめに

新潟県の平野部はかつて広大な湿地帯であったため、 

その名残の湖沼が今日でも多くある。湖沼の環境が人為 

的に急速に変化しつつあるなかで、その植物相を把握す 

ることは急務である。ここでは県内平野部の代表的な四 

力所の湖沼の水生植物について、筆者による調査(笹川， 

1988 d , 1989 3 :御 " .石 沢 , 1 9 8 9 )に、尾崎ほかによ 

る調査（尾 崎 .1982 ;鳥屋野潟

植物調査会，1988 ;佐潟植生調 

査会，1 9 8 9 )やその他（新潟県 

保健環境部，1 9 8 9 )を取り入れ 

て紹介する。紹介する湖沼は福 

島 潟 （豊栄市）、鳥屋野潟（新 

潟市）、佐 潟 （新潟市）、朝日 

池 （中頸城郡大潟町)である（図 

1 ) 〇

2 . 福島潟

福島潟は豊栄市にあり、新潟 

平野のほぼ中央に位證する。か 

つては県内でもっとも広い淡水 

湖沼であったが、1970年代にお 

よそ半分が干拓され、約 240ha 

となり、残された潟も水位が低 

く保たれているため、夏の水域 

はわずかに約25haである。干拓 

前は水生植物の種、植生とも豊 

富であったが、現在の潟はほと 

んどがヨシまたはマコモの群落 

でおおわれ、植生はきわめて単 

純である。北部にある約3haの 

止水域には、 ヒシやオニバスな 

どからなる浮葉植物の群落があ 

る。

抽水植物では38種が確認され 

ているが、現存はコウホネ、 ミ 

ズアオイ、 ヨシ、マコモ、 ミク

リなど29種である （ 1990年、水草研究会全国集会エクス 

カーションの際、ナガエミクリの生育を再確認した）。 

消滅したとみられるものは、 ミズユキノジタ、 ミツガシ 

ワ、マルバオモダカ、サジオモダカ、アギナシ、ノハナ 

ショウブ、 ツルヨシ、クログワイ、コガマの9 種である。 

近年新たに確認したものに帰化植物のチクゴスズメ ノヒ

図 1 . 新潟県における福島潟、鳥屋野潟、佐潟、朝日池の位置
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浮葉植物は11種が確認されているが、現存はオニバス、 

ヒツジグ今、 ヒシ、 ヒメビシ、オニビシ、ガガブタ、 ヒ 

シモドキ、 トチカガミ、 ヒルムシロの9 種である （ 1990 

年、水草研究会全国集会エクスカーションの際、 ヒツジ 

ダサの生育を再確認した）〇このうちガガブタは極めて 

わずかである。 ジュンサイとアサザが消滅したとみられ 

る0

沈水植物は22種が確認されているが、現存はコカナダ 

モ、ホソバミズヒキモ、ヤナギモ、センニンモなど13種 

である。ホザキノフサモ、 フサモ、タチモ、イバラモ、 

スブタ、 ミズオオバコ、ホッスモ、エゾヤナギモ、カワ 

ツルモの9 種が消滅したとみられる。

浮漂植物は5 種が確認されているが、現存はサンショ 

ゥモ、ゥキクサ、アオゥキクサ類(同定が不完全なため、 

類として示す0 以下同じ）の 3 種である0 タヌキモ（イ 

ヌタヌキモの可能性もある。タヌキモに関しては以下同 

じ）が消滅したとみられ、ホテイアオイも記録にあるが 

逸出であろう0

福島潟では大きな環境の変化により、このように消滅 

したとみられる水生植物がいく種もある。 しかし、1988 

年にオニバスの生育が再確認されて以来、地元の豊栄市 

が潟の植物保護に大変熱心に活動している。豊栄市が才 

ニバスの栽培のために掘った池から、 ヒツジダサ、 ヒシ 

モド牛、ナガエミクリが再び自然に生育しており、大変 

に興味が深い。

3 . 鳥屋野潟

鳥屋野潟は新潟市街地にあり、約154ha、水の汚濁の大 

変激しい湖沼である。 しかし、水生植物は比較的多く生 

育 し 、 植 生 も豊富である。岸の植生は主にョシとマコモ 

からなるが、帰化植物のチクゴスズメ ノヒエが浮島状に 

きわめて旺盛に生育する。チクゴスズメ ノヒエは1976年 

には既に鳥屋野潟で生育が確認されている（池上,1986)。

抽水植物は34種が確認されているが、現存はミズワラ 

ビ、 3 シ、マコモ、チクゴスズメ ノヒエ、 ヒメガマ、ガ 

マ、カキツバタなど29種である。 ミツガシワ、ヘラオモ 

ダカ、マルバオモダカ、ノハナショウブ、ハリイの5 種 

が消滅したとみられる。

浮葉植物は11種が確認されているが、現存はオニバス、 

ヒツジダサ、 ヒシ、 ヒメビシ、オニビシ、アサザ、 トチ 

カガミ、 ヒルムシa の 8 種である〇このうちヒツジダサ 

は]985年には確認されたが、それ以後は確認されておら

ず、消滅した可能性がある0 デンジソウ、 ジュンサイ、

ヒシモド牛の3 種が消滅したとみられる。

沈水植物は15種が確認されているが、現存はマツモ、 

スブタ、クロモ、 ミズオオバコ、セキショウモ、エビモ、 

ホソバミズヒキモ、アイノコヤナギモ、イバラモの9 種 

である。ホザキノフサモ、タチモ、オグラノフサモ（笹 

川，1 9 8 9 b )、ヤナギスブタ、 ヒロハノエビモ、 トリゲ 

モ 類 （トリゲモかオオトリゲモか同定が不完全のため、 

類として示す）の 6 種が消滅したとみられる。

浮漂植物は7 種が確認されているが、現存はサンショ 

ウモ、ホテイアオイ、ウキクサ、アオウキクサ類の4 種 

である0 このうちサンショウモは極めてわずかである。

鳥屋野潟の植物は主に1985年と1987年に調査されたが、 

その時は水の汚濁が激しいにもかかわらず、多くの水生 

植物が確認でき、クロモ、マツモ、 ヒルムシ〇、 ヒシ、 

オニバス、アサザなどの群落もよく発達していた。とこ 

ろが今年 （ 1990年）は抽水植物以外の水生植物の生育が 

極めて貧弱であり、わずかにヒシやアサザなどが群生す 

るだけである。このようにある年に突然、水生植物の群 

落が貧弱になる例は石川県の木場潟、柴山潟にも報告が 

あ り （里見ほか，1 982 )、今後の動向を含めて極めて興 

味深い。

4 . 佐潟

佐潟は新潟市郊外の砂丘地にあり、約43haである。大 

きな河川とはつながらず、主に^^丘からの地下水によっ 

て涵養されているようである。湖底の一部は泥の堆積が 

著しい0 湖岸は主にョシ、マコモでおおわれ、帰化植物 

のヮスレナダサが旺盛に生育する。

抽水植物はコウホネ、 ヨシ、マコモ、 ヒメガマ、 ヒメ 

ホタルイなど27種の現存が確認されている。

浮葉植物は8 種が確認されているが、現存はデンジソ 

ウ、オニノ、'ス、 ヒメビシ、 ヒシ、 トチカガミ、 ヒルムシ 

口の6 種である。デンジソウは1987年までは確認してい 

るが、それ以後は確認できず、消滅した可能性がある。

ヒツジダサとアサザは消滅したとみられる。

沈水植物はマツモ、タチモ、クロモ、エビモ、 ヒロハ 

ノエビモ、 ツツイトモ、イバラモ、 トリゲモ類の8 種が 

確認されている。このうち、タチモは1987年まで確認し 

ているが、それ以後は確認できず、消滅した可能性があ 

る。 ヒロハノエビモは消滅したとみられる。

浮漂植物はサンショウモ、アオウキクサ類、ウキクサ
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の 3 種が確認されており、 このうちサンショづモは消滅 

したとみられる。

佐潟はオニバスの生育地として著しい。特に1988年は 

潟のおよそ半分をおおうほど大繁茂した。佐潟周辺は新 

潟市によって公園として整備が進んでおり、岸の埋め立 

てなどが行なわれている。デンジソウとタチモの現状は 

不明であるが、この2 種は岸近くに生育する水生植物で 

あるため、工事の影響を受けて消滅した可能性もある。

5. 朝日池

朝日池は中頸城郡大潟町にあり、約45ha、周辺には他 

にもいくつかの湖沼があるが、そのなかで最も広い。佐 

潟と同じく、砂丘地の湖沼である。砂丘側の岸は複雑に 

入り組み、ゴルフ場に隣接しているが、周辺に大都市は 

なく、比較的よく自然が保たれている。上述の 三 力 所の 

湖沼ほどョシやマコモは繁茂していない。

抽水植物はミズニラ、 コウホネ、 ミツガシワ、マルバ 

オモダカ、 ヨシ、マコモ、ウキシメ<、 ヒメホタルイなど 

35種が確認されている。

浮葉植物はジュンサイ、 ヒツジダサ、コウホネ属s p .、 

ヒメビシ、 ヒシ、オニビシ、ガガブタ、 ヒルムシロ、才 

ヒルムシロの9 種の現存が確認されている。このうち、 

コウホネ属s p .というのは浮葉をもち、 コウホネとヒメ 

コウホネの中間の形態のもので、ウキバコウホネと仮称 

されている（池上•石沢，1 988 )。

沈水植物はマツモ、フサモ、オグラノフサモ（笹川， 

1 9 8 9 b )、タチモ、 ミズオオバコ、セキショウモ、ホソ 

バミズヒキモ、センニンモ、イバラモ、 トリゲモ類の10 

種が確認されている。

浮漂植物はノタヌキモ、タヌキモ、アオウキクサ類、 

ウキクサの4 種の現存が確認されている。

以上のように朝日池には、新潟市近辺の湖沼では既に 

消滅したとみられる水生植物、 ミツガシワ、マルバオモ 

ダカ、ウキシノ人ジュンサイ、 ヒツジダサ、タヌキモな 

どが生育し、多くの水生植物が生育する平野部の湖沼と 

して貴重である。

6. まとめ

以上、四 力 所の湖沼の水生植物をまとめると表1 のよ 

うである。福島潟、鳥屋野潟など人為的影響の大きい湖 

沼では、いくつかの水生植物が消滅したとみられる。平 

野部の湖沼で消滅の危機にある水生植物の県内の分布を

みると、二つの型に分けることができる。

一つはヒツジダサのような分布をするものである（笹

川，1987 ;図 2 ) 。すなわち、平野部から山地にかけて 

比較的広く分布するが、生育地は水のきれいな水域であ 

る。このような植物は、平野部の湖沼の環境が悪化する 

につれて姿を消し、やがて分布が山地に限られるであろ 

う。東海地方ではヒツジグサなどは丘陵地や山地に限っ 

て分布する（浜島，1 9 8 3 )。 ヒツジダサの他、ジュンサ 

イ、 ミツガシワ（小林，1980)、 タヌキモ（片桐，1981) 

がこの分布型である。

もう一つはマルバオモダカのような分布をするもので 

あ る （笹川，1988c ;図 3 ) 。すなわち、平野部を中心 

に分布するが、生育地は水のきれいな水域である。この 

ような植物は平野部の湖沼の環境が悪化することにより、 

やがて全県的に姿を消すであろう。マルバオモダカの他、 

デンジソウ（登坂，1989)、 タチモ、 ヒシモドキ（笹川， 

1 9 8 8 b )、ウキシバ（杻川，1988e ) がこの分布型であ 

る。なお、オニバ ス （笹川，1 9 8 8 a )、ガガブタ（小林， 

1 9 8 2 a )、アサザ（小林，1 9 8 2 b )なども新潟県では分 

布が平野部に限られ、稀産であるが、富栄養とみられる 

水域にも生育するため、マルバオモダカなどとは別と考 

える。

ここでは水生植物に限って述べたが、湖沼の環境は当 

然、水生植物だけで代表されるものではなく、周辺の湿 

生植物や陸上の植物も極めて大切である。広い視野に立 

って湖沼の環境を評価する必要がある。
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表 1 . 新潟県の4 つの湖沼における水生植物の生育

〇 ：現存 (1980年代の調査による）.△:記録はあるが現状は不明. X :記録はあるが消滅したとみられる.

福 島 潟 鳥 屋 野 潟 佐 潟 朝 日 池

抽 水 植 物

ズ 二 ラ 〇

ズ 7 ラ ビ 〇 △

ス 〇 〇 〇 〇

ク ホ ネ 〇 〇 〇 〇

ズ キ ノ シ 夕 X 〇

ド ク ゼ リ 〇 〇 〇

セ リ 〇 〇 〇 〇

キ 力 シ グ サ 〇 〇 〇 〇

ツ ガ シ 7 X X 〇

ズ 〇 〇

牛 ク モ 〇 〇 〇 〇

ラ 才 モ ダ 力 〇 X 〇 〇

ノレ バ 才 モ ダ 力 X X 〇

ァ ギ ナ シ X 〇 〇 〇

ク リ 力 7 〇 〇 △

サ ジ 才 モ ダ 力 X

才 モ ダ 力 〇 〇 〇 〇

ズ ァ 才 ィ 〇 〇 〇

ナ ギ 〇 〇 〇 〇

ノ ナ シ ク ブ X X

力 キ ッ 夕 〇 〇 △

キ シ ク ブ 〇 〇 〇

ィ ボ ク サ 〇 〇 〇 〇

ァ シ 力 キ 〇 〇 〇 〇

チ ク ゴ ス ズ メ ノ ヒ ェ 〇 〇

3 シ 〇 〇 〇 〇

ッ ノレ 3 シ X

ク キ シ 〇

モ 〇 〇 〇 〇

シ ク ブ 〇 〇 〇 〇

セ キ シ ク △

ク リ 〇 〇 〇

ナ ガ ぐ ク リ 〇

ヒ メ ガ マ 〇 〇 〇

ガ 〇 〇 〇 〇

ガ X

リ ィ 〇 X 〇

ク □ グ 7 X 〇 〇 〇

ヌ リ ィ 〇 〇

勺 キ ャ ガ ラ 〇 〇 〇 〇

ホ 夕 ィ 〇 〇 〇 〇

ヒ メ ホ 夕 ノレ ィ 〇 〇

フ 卜 ィ 〇 〇 〇 〇

力 ン ガ レ ィ 〇 〇 〇 〇

サ ン 力 ク ィ 〇 〇 〇
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潟島福 池日朝潟佐潟野屋島
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新潟県保健環境部.1989.湖沼自然環境実態調査報告書. 

尾崎富衛.1982 .佐潟の植物-オニバスの保護を中心と

して-.佐潟の自然，新潟市文化財調査報告書 pp. 

1 2 - 4 3 .新潟市教育委員会・

佐潟植生調査会.1989 .佐潟植生調査報告書.むかご 

7 ( 3 ) . 植物同好じねんじょ会，新潟.

里見信生•代崎良丸•橋鉄男•古谷勉 .1982 .木場潟・ 
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---------- . 1988 b . ヒシモドキ.新潟県植物分布図集第

9 集 p p .3 2 5 -3 2 6 .植物同好じねんじょ会，新潟.

図 3 . 新潟県におけるマルバオ4 ダカの分布

(笹川，1988 c )
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--------• 1988d .朝日池の植物•新潟県植物分布図集
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---------- . 1989b •新潟県におけるオグラノフサモの分

布.新潟県植物分布図集第10集 p . 3 9 8 .植物同好じ 

ねんじょ会，新潟・

------- •石沢進 .1989 .福島潟の植物.福島潟環境保

全対策推進協議会.

登坂裕一.1989.デンジソウ•新潟県植物分布図集第10 

集 p p .8 5 -8 6 .植物同好じねんじょ会，新潟.

鳥屋野潟植物調査会.1988 .鳥屋野潟植物調査報告書.
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